病棟チームカンファレンス記録
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＜連絡事項＞
・感染対策委員会及び、庶務よりのお願いです。血液・排泄物・嘔吐物等で汚染されたリネン・衣類は、病棟にて洗浄→消毒（次亜塩素酸ナトリウム）した後に洗濯場へ提出することになっていますが、最近、汚染されたまま提出されていると、青春・朱夏さんよりクレームがありました。今一度、周知・徹底をお願いします。

・患者様の普段と違う言動や訴えは、何らかのサインであることが多々見受けられます。自身の関わり(介入)を含め、記録に残す様徹底していきましょう。

・第5回　院内研修を下記の日程で開催します。
　日　時：9月18日（火）、19日（水）17:30～18:30
場　所：4階メモリアルホール
テーマ：｢災害時の施設での対応｣
講　師：宮崎　ひとみ(防災対策委員会委員長)
スケジュールに合わせ、出席しましょう。

・本日看護グループ内研修を開催します。
日時：9月7日（金）　17:15～17:45
場所：メンタル　3階　会議室
テーマ：「救急対応」
講師：藤原ＳＧＭ　
スケジュールに合わせ、出席しましょう。

・ストレスチェックの案内が掲示されています。該当者へは、個人アドレスへメールが届きますので、期間内に実施しましょう。
【実施期間】
平成30年9月10日（月）～30日（日）
【実施方法】
Ｗｅｂにて実施します。
原則勤務時間内に実施する事になっていますので、各管理者は配下スタッフの受検について、ご配慮お願いいたします。

＜患者様連絡事項＞
・五日市　規様～本日午前外出し、岩手銀行にて現金(10万円)引き落とし、しまむらにて衣類購入しています。

[bookmark: _GoBack]・沼山　深雪様～本日15:00三沢訪問看護ステーション中村氏他１名のスタッフ来院し、面談実施しています。服薬管理やデイサービス利用について説明してました。デイサービスについてはＯＴ作業の様なものは退院してからも継続することができるように、受診日に合わせて通う事ができるとの事です。本人様は、まず家に帰ってからゆっくり考えると話しています。週1回の訪問看護であれば毎週木曜日15：00になる予定との事。三沢訪問看護利用のための契約書や自立絵支援の手続きのため通帳・届け出印・保険証が必要との事です。退院日、初外来日9/24（月）は伝えています。

・巴　勇樹様～本日午後、母様来院され、リハビリパンツと現金1400円届いています。

・井上　和美様～本日午後、妹様と面会されています。現金15000円・菓子類本人様へ渡しています。

・犾守　佑太様～療養環境変更目的にて、405号室406号室へ居室移動しています。


＜要注目患者様＞
・木村　美智子様～本日も、上体を反らせ天井を凝視し続ける等、奇異行為見られています。朝食は自力で摂取しようとせず、介助にて全量摂取されていますが、牛乳は自ら手を伸ばし飲んでいました。昼食は強い移動拒否あり、ホール内にて摂取しています。途中で手を止めることあり、介助要していました。最近は尿失禁(放尿含む)多く見られているため、日中は排泄チェック表を活用し、時間を見てトイレ誘導していきましょう。

＜田名部Ｄｒケース検討・診察状況＞
・瀧澤　杏奈様～昨日準夜帯、眠れないと訴え、継続指示薬ブロチゾラム服用されていました。本日は6:30に覚醒されていましたが、朝・昼食共に不食。腹痛・吐き気をニヤニヤしながら訴えていました。先日の血液検査の結果、赤血球自体の体積が小さく、鉄分も不足気味であるとのこと。食事摂取量が安定する様、声掛けは継続していきましょう。表だった妄想様言動は減少傾向であるため、明日朝よりリスペリドンは中止となります。

・成田　富士子様～本日5:20、他者への不満を訴え、不安・不穏時の継続指示薬ロラゼパム（0.5）1T服用しています。最近は、些細なことから興奮し、来詰しては不満を訴え継続指示薬服用すること目立っています。他患者様との間でトラブルがあると易怒性を見せていることもあり、本日夕よりコントミン12.5mg1錠毎食後7日分へ増薬となっています。
　　　　　　　　　8月中の買い物金額が2万7千円あまりと高額になっており、今後の無駄遣いを減らしていけるよう、又、投げやりとならないよう傾聴し対処法を一緒に考え、実践できるように介入していきましょう。

・若沢　広志様～薬剤調整後は、夜間の睡眠は取れるようにはなってきています。以前の様にホールに降りてくる事は少なくなってきています。特に抑うつ気分もないと思われ、被刺激性や高揚感が生じることもないようとのこと。残りの入院期間は外出泊訓練を実施していきます。

・齋藤　光枝様～旦那様が8月末位に面会が来るかもしれないと話していましたが、面会はありません。気分の落ち込みが見られ、しばしば頭痛を訴えたり、食事を拒否されたりしています。振戦は目立たず、日課等も行えています。頭痛時の予測指示薬カロナール200mg1錠5回分処方となっています。
　　　　　　　　　
・千葉　光広様～特に変わりなく日課等行えています。腰痛の訴えは持続しており、カロナール（200）2Ｔ 2×朝・夕で本日夕より7日分、プラノプロフェン点眼液1本、スミルスチック1本処方となっています  

・犾守　佑太様～本日深夜帯不眠で経過していましたが、3:00頃、同室の中川原様より犾守様に殴られたとの訴えあり。経過を尋ねるも返答せず「東へ行きたい」・「苦しい」とのみ話されていました。主治医へ報告し経過観察の指示を頂いていましたが、その際、スタッフの対応について突然興奮し「夜でも電話出来んじゃねぇ～かよ！どういうことだよ！」と大声を上げ攻撃的言動で準夜帯での対応の不満を訴え始め、粗暴行為にも至ったため、再度主治医へ報告。一時的に東Aユニットへ移動となっていました。以後も不眠で経過し、落ち着きなく徘徊されていました。5:00過ぎには落ち着きを取り戻し「中川原様・スタッフに謝りたい。」との申し出あり。5:45北病棟へ帰棟。振り返り行うこと出来、謝罪されていました。帰棟後より、妄想に左右された言動見られていませんが、朝・昼食は不食。自宅(母様)へ架電し、眠れない・食事も摂取出来ない等、自身が不調であることを話されていました。又、「診察で伝えられないかもしれないから話を聞いて下さい。」とスタッフオフィス訪れ「クエチアピンが減ってから一睡も出来なくなって、頭も痛くなって、体力も消耗して入浴や洗濯も何も出来ない。あと、お腹も膨れた感じがして常に満腹感があり、ご飯も食べられなくなってしまって。」と話すこともありました。 今は休息をとり、まずは眠ることが出来るように主治医へ相談していくと伝えると「お願いします。」と話しています。本日夕より、クエチアピン100mg1錠毎食後7日分、本人様より希望あり、不眠時の予測指示薬ブロチゾラム0.25mg1錠7回分(1日2回まで)処方となっています。

・伊藤　義彦様～今月の検査データも、アルブミンの低下の進行なく、腎機能は保たれている結果となっています。凝固系の異常もありません。身体的に高血圧や浮腫もなく落ち着いていると思われます。精神症状面でも陽性症状の顕在もなく、抑うつやイライラもない様子です。今週は青山荘見学されています。9/10(月)体験利用予定し、外出届も主治医許可されています。腰痛の訴えは続いており、ハップスター2袋処方となっています。
